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A 班 B班 C班

各班の付箋の色

ホスト 参加者 ×５

各班の構成

ディスカッションの手順

最終成果物

ホストと参加者が一緒になって出た意見の発表を行う（５分 ×３）　＊実際は１班あたり２～3 分くらいで発表

発表

ホスト

例）子ども（小学生、中学生、高校生）が行きたくなる庁舎とは？
A. 自習が出来る、カフェで友達と待ち合わせが出来る、市外に出なくても楽しめるイベントがある

ターゲットカード
（各班 2 枚づつ）

子ども

⓪第 3 回の宿題共有の時間（5 分）
特に無ければ①からスタート

①ターゲットが庁舎に行きたくなるような機能を考え、
付箋に書き出していく（30 分）
参加者→付箋に書き出して A0 ダイアグラムに貼っていく
ホスト→適宜付箋をターゲットごとにまとめておく
＊途中で 2 枚目のカードを引いてもらいターゲットを変えて話し合う

②発表のためのまとめ（5 分）
「みんなが求める庁舎の機能はどういうものなのか」を考える
ホスト→ターゲットカードの周りに付箋を集めておく

子ども

若者

観光客

ターゲットカードの周りに付箋が集まる

ホスト
A 班→木村、國田、青木
B 班→井上、田原、尾原
C 班→塩原、石川、俵

進行
前田、冨吉

ダイアグラム A０

子ども 子育て世代 観光客

ターゲットカード



観光客

子育て世代子ども

移住者
移住希望者

手助けが必要

若者

外国籍住民

ターゲットカード

白紙のカードも用意するので、
参加者からターゲットの提案があれば、追加してください。

（カード使用例）



意見参照カード

・コインランドリー、カウンターやカフェで待ち時間を過ごせる
・大人数だけでなく、個人でホッと出来る場所
・老若男女全て集まれる機能　
・遊びに来れる市役所（本、勉強、話）
・コワーキングスペース ・WEBカイギ堂
・駅前に出れば何かがある、
  居場所になる（車を持たない人にも）
・フラっと立ち寄れるサードプレイス、居心地の良い場所
・コピーセンター、各種デジタル機器のレンタル可能に！

1気軽 に立ち寄れる

・コンビニ、カフェ、キッチンカー、出店のスペース（地元企業）
・プロ用のキッチン→イベント、ウエディング
・イベント広場で若い人と市民が交流する場所
・キッチンカーの常設設置エリア
・天井を高くして１階を公園化（キッチンカーが入れる） 
・イベント用の用具倉庫を（共通で使えるよう）
・農大、仁万（邇摩？）高との協力展示？ 
・列車の到着時に庁舎外壁にプロジェクションマッピングで
  大田市をPR！
・議場でウェディング、チャペル、議長が牧師 
・議場が他の利用も出来る場であって欲しい

2イベント で賑わう

・屋上スペース　
・屋上広場　
・屋上コンサート、神楽
・庁舎を高層化して屋上庭園を設けて展望テラス設置 
・大田町で一番高い建物、屋上ビアガーデン

3屋上 が使える

・夜行ける場所、今は真っ暗、おばけ屋敷 
・夜に出来るイベント、屋上で星空を見る

4夜 にも利用できる

・Wi-Fi、空調、自販機でいいので飲料があって、
  テーブルとイスがあり、夜間休日も使えるスペース、
  会議室よりゆったりした感じ
・土日の利用が出来る借りやすいスペースが欲しい
・土日の手続き利用化

5土日 も使える

表 裏

サイズ 125mm×75mm

第 3 回の意見をテーマごとにカードにまとめたもの　表はテーマ、裏は意見を記載
意見出しの参考資料として机に置いておく


